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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第１四半期 8,956 △0.9 0 △99.8 43 △55.5 23 △96.9

25年３月期第１四半期 9,041 2.0 58 △70.7 96 △57.9 751 661.0

（注）包括利益 26年３月期第１四半期 244百万円（ ％）△55.1 25年３月期第１四半期 545百万円（ ％）762.7

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期第１四半期 1.12 －

25年３月期第１四半期 36.47 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

26年３月期第１四半期 37,612 17,376 46.2 843.88

25年３月期 36,367 17,479 47.6 841.00

（参考）自己資本 26年３月期第１四半期 17,376百万円 25年３月期 17,317百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 － － － 9.00 9.00

26年３月期 －

26年３月期（予想） － － 9.00 9.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,500 26.4 2,000 44.5 2,100 37.6 1,300 △18.5 63.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



※  注記事項

新規 社 （社名） 、除外 社 （社名）

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

－ － － －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

（注）詳細は添付書類3ページの「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（2）四半期連結財務諸表の作成に

特有の会計処理の適用」をご覧ください。

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②  ①以外の会計方針の変更 ： 無

③  会計上の見積りの変更 ： 無

④  修正再表示 ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期１Ｑ 20,600,000株 25年３月期 20,600,000株

②  期末自己株式数 26年３月期１Ｑ 8,951株 25年３月期 8,951株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期１Ｑ 20,591,049株 25年３月期１Ｑ 20,591,223株

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、四半期決算短信の開示時点

において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する主旨のものではありません。実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想の利用にあたっての注意事

項等については、添付資料3ページの「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧下さい。
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（１）経営成績に関する説明

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍政権の打ち出した経済戦略である金融緩和、財政出動、

成長戦略が呼び起こした円安・株高による景況感の好転を受けて、企業の業績改善が進みましたが、景気回復は一

過性である見方もあり、経済全体の成長をもたらすには至っておらず、予断を許さない状況が続いています。

このような経済環境の中、当社グループは中期３ヵ年経営計画「飛躍500」の最終年度を迎え、「事業領域の拡

大、市場の拡大、シェアの拡大という３つの拡大戦略により売上高500億円の化学会社への成長」という基本方針

の下、企業価値の向上に努めており、中・長期での当社グループの永続的な発展の礎を築くため、平成25年10月1

日をもって純粋持株会社「カーリットホールディングス株式会社」の設立を予定しています。

当第1四半期連結累計期間の連結売上高は、化薬事業部門では産業用爆薬の増販、自動車用緊急保安炎筒も製品

価格改定及び「ハイフレヤープラスピック」への切替交換促進により増販となりましたが、危険性評価試験は大型

試験の受託低調により減販となりました。化学品事業部門では機能性高分子コンデンサ向けピロール関連製品がパ

ソコン関連の需要減により大幅な減販となり、光機能材料の近赤外線吸収色素もプラズマテレビ向けで大幅な減販

となりましたが、塩素酸ナトリウムは紙パルプメーカーへのシェア拡大により増販、環境機材関連製品は電極・次

亜塩素酸ナトリウム生成装置の需要堅調により増販となりました。ボトリング事業部門では缶コーヒーの受注減に

より減販、シリコンウェーハ事業部門では拡販活動が実を結び増販となりました。前連結会計年度に連結子会社化

した並田機工㈱の売上寄与はありましたが、全体では、89億5千6百万円（前年同期比 8千4百万円減 同0.9%減）

となりました。

損益面では、グループを挙げて原価低減に努め、収益拡大を図りましたが、収益力の高い製品の販売が伸び悩

んだため、連結営業利益は0百万円（前年同期比 5千8百万円減、同99.8%減）、連結経常利益は4千3百万円（前年

同期比 5千3百万円減、同55.5%減）となりました。連結四半期純利益については、固定資産売却益を計上した前

第１四半期連結累計期間と比べて大幅に減少し、2千3百万円（前年同期比 7億2千7百万円減、同96.9%減）となり

ました。

「化薬事業部門」

産業用爆薬は、北海道北斗市でのサイトミキシングによる納入が開始したこと及び石灰・砕石向けが増加した

ことにより増販となりました。

自動車用緊急保安炎筒は、新車装着用ではエコカー補助金制度終了の影響などにより新車販売台数が減少した

ものの、製品価格の改定により増販となりました。また、車検交換用は緊急脱出時のガラス破壊機能付「ハイフレ

ヤープラスピック」への切替とともに交換促進を実施し増販となりました。

信号炎管は、高速道路向けが増販となりました。

危険性評価試験は、大型試験の受託が低調だったことにより減販となりました。

これらの結果、当事業部門全体の売上高は、10億8千1百万円（前年同期比 3千9百万円増 同3.8％増）、営業

利益は4億2千8百万円（前年同期比 1千１百万円増 同2.7％増）となりました。

「化学品事業部門」

化成品分野では、塩素酸ナトリウムが紙パルプメーカーへのシェア拡大により増販となりました。亜塩素酸ナ

トリウムは繊維漂白、基板処理用途の需要減により減販となりました。過塩素酸アンモニウムはＨⅡ－Ａロケット

の打上げ予定は前年並みながら、納入時期が前連結会計年度と異なり減販となりました。環境機材関連製品は電

極・次亜塩素酸ナトリウム生成装置の需要堅調により増販となりました。樹脂添加剤を中心とした機能性化学品は

海外ユーザーの回復が遅れ減販となりました。緑化関連製品は緑地管理分野での需要減により減販となりました。

過塩素酸は工業用での需要減により減販となりました。

電子材料分野では、機能性高分子コンデンサ向けピロール関連製品がパソコン関連の需要減により大幅な減販

となりましたが、チオフェン系材料はユーザー認定が拡がり大幅な増販となりました。

電気二重層キャパシタ用電解液と電池材料向けの過塩素酸リチウムは、需要減などにより減販となりました

が、アルミ電解用電解液は増販となりました。

機能材料分野では、光機能材料の近赤外線吸収色素がプラズマテレビ向けで大幅な減販となりました。イオン

導電材料は減販となりましたが、トナー用電荷調整剤は市場シェアの確保により増販となりました。

これらの結果、当事業部門全体の売上高は、19億9千7百万円（前年同期比 3千8百万円増 同2.0％増）、営業

利益は9千8百万円（前年同期比 6千4百万円減 同39.7％減）となりました。

「ボトリング事業部門」

飲料市場は、好天の影響で順調に推移しましたが、缶コーヒーはコーヒー店とコンビニエンスストアのセルフ

コーヒーの増加で前年を下回る結果となりました。

このような環境の下、PET緑茶の売上は順調に推移しましたが、缶製品は、コーヒーについては受注減、委託新

商品についても減販となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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これらの結果、当事業部門全体の売上高は41億 4百万円（前年同期比 6億6千1百万円減 同13.9％減）とな

り、損益面では定期修理を実施したこと等により、営業損失は2億6百万円となりました。

「シリコンウェーハ事業部門」

半導体業界は、円安・株高に基調が転換し始めたことにより、外部環境に明るい兆しが見え始め、緩やかなが

らも回復し始めました。

このような環境の下、前年度より目標としていた新製品ウェーハの上市が実現したことと拡販に努めたことに

より、当事業部門全体の売上高は4億9千4百万円（前年同期比4千9百万円増、同11.１%増）となりました。また、

損益面については、工場全体で原価低減対策を実施した結果、大幅な収益改善となりましたが、前連結会計年度後

半の低稼働状況に於いて発生した原価高の在庫に対する調整が負担となり、営業損失は1百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

総資産は376億1千2百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億4千4百万円増加いたしました。これは、現金及

び預金の減少等により流動資産が2億8千1百万円減少したものの、固定資産が15億2千6百万円増加したことなどに

よります。

負債は202億3千6百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億4千8百万円増加いたしました。これは、賞与引当

金が1億9千8百万円増加、長期預り金が9億6千6百万円増加したことなどによります。

純資産は173億7千6百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億3百万円減少いたしました。これは、配当金の支

払い等により利益剰余金が1億6千2百万円減少したことなどによります。以上の結果、自己資本比率は前連結会計

年度末の47.6％から46.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年3月期通期の連結業績予想につきましては、平成25年5月14日に発表いたしました「平成25年3月期 決

算短信」に記載の業績予想から変更しておりません。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,838 2,159

受取手形及び売掛金 9,213 9,540

商品及び製品 1,449 1,350

仕掛品 304 300

原材料及び貯蔵品 1,091 1,090

その他 976 1,148

貸倒引当金 △11 △8

流動資産合計 15,862 15,581

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,756 7,410

機械装置及び運搬具（純額） 3,650 3,838

土地 4,908 4,907

その他（純額） 1,258 644

有形固定資産合計 15,572 16,800

無形固定資産

のれん 22 25

その他 43 42

無形固定資産合計 66 67

投資その他の資産

投資有価証券 4,090 4,381

その他 776 782

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 4,866 5,162

固定資産合計 20,505 22,031

資産合計 36,367 37,612
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,601 5,693

短期借入金 2,855 2,855

1年内返済予定の長期借入金 830 840

未払法人税等 325 183

賞与引当金 393 591

役員賞与引当金 23 5

災害損失引当金 234 234

その他 1,254 1,521

流動負債合計 11,517 11,926

固定負債

長期借入金 2,816 2,669

退職給付引当金 740 752

資産除去債務 34 34

その他 3,778 4,852

固定負債合計 7,369 8,309

負債合計 18,887 20,236

純資産の部

株主資本

資本金 1,204 1,204

資本剰余金 346 346

利益剰余金 14,557 14,395

自己株式 △6 △6

株主資本合計 16,101 15,939

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,183 1,370

繰延ヘッジ損益 － 9

為替換算調整勘定 31 57

その他の包括利益累計額合計 1,215 1,436

少数株主持分 162 －

純資産合計 17,479 17,376

負債純資産合計 36,367 37,612
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

売上高 9,041 8,956

売上原価 8,040 7,894

売上総利益 1,000 1,062

販売費及び一般管理費 941 1,062

営業利益 58 0

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 45 47

持分法による投資利益 2 －

物品売却益 3 3

雑収入 6 11

営業外収益合計 57 63

営業外費用

支払利息 16 15

持分法による投資損失 － 2

雑損失 3 3

営業外費用合計 19 20

経常利益 96 43

特別利益

固定資産売却益 1,162 6

負ののれん発生益 － 52

特別利益合計 1,162 59

特別損失

固定資産除却損 0 10

特別損失合計 0 10

税金等調整前四半期純利益 1,258 92

法人税等 531 68

少数株主損益調整前四半期純利益 726 23

少数株主損失（△） △24 －

四半期純利益 751 23
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（四半期連結包括利益計算書）
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 726 23

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △164 186

繰延ヘッジ損益 △26 9

為替換算調整勘定 9 25

その他の包括利益合計 △181 221

四半期包括利益 545 244

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 569 244

少数株主に係る四半期包括利益 △24 －
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主要な製品・サービスは研削材、

除草請負、煙火用薬品、不動産賃貸等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主
な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究費及び管理部門に係る費用であります。

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
化薬 化学品

ボト
リング

シリコン
ウェーハ

計

売上高

外部顧客への売上高 1,023 1,807 4,766 444 8,042 998 9,041

セグメント間の内部売上高

又は振替高
18 151 － － 169 311 480

計 1,041 1,959 4,766 444 8,212 1,309 9,521

セグメント利益（営業利益）

又は損失（△）
417 163 △117 △86 375 174 550

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 375

「その他」の区分の利益 174

セグメント間取引消去 △1

全社費用（注） △490

四半期連結損益計算書の営業利益 58
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主要な製品・サービスは金属加

工、研削材、除草請負、煙火用薬品、不動産賃貸等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主
な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究費及び管理部門に係る費用であります。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
化薬 化学品

ボト
リング

シリコン
ウェーハ

計

売上高

外部顧客への売上高 1,045 1,912 4,104 494 7,557 1,398 8,956

セグメント間の内部売上高

又は振替高
35 85 － － 120 254 374

計 1,081 1,997 4,104 494 7,677 1,653 9,331

セグメント利益（営業利益）

又は損失（△）
428 98 △206 △1 318 157 476

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 318

「その他」の区分の利益 157

セグメント間取引消去 △9

全社費用（注） △466

四半期連結損益計算書の営業利益 0
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